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釧
路
支
部
の
総
会

五
月
二
十
日
に
実
施

　

新
元
号
の
平
成
元
年
度
が
終
え
、
新
し
い

年
度
に
入
り
、
反
省
と
方
針
を
検
討
す
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
、
各
部
会
と
も
大
変
多
忙
な

時
期
と
思
い
ま
す
が
、
次
の
日
程
で
支
部
総

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
は
出
席

さ
れ
る
方
向
で
用
意
し
て
下
さ
い
。

一
日
時

　

平
成
二
年
五
月
二
〇
日

　
　
　
　

午
後

　

一
時
三
〇
分
よ
り

・
場
所

　

釧
路
市
川
北
町

　
　
　
　

身
障
セ
ン
タ
ー
・
二
階

’
内
容

　

支
部
活
動
報
告

　
　
　
　

支
部
決
算
報
告

　
　
　
　

会
計
監
査
報
告
・

　
　
　
　

支
部
事
業
計
画

　
　
　
　

支
部
予
算

　
　
　
　

支
部
役
員
の
決
定

　

な
ど

　

支
部
役
員
の
任
期
は
、

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、

来
年
三
月
三
一
日

現
役
員
体
制
を
疑

；・Ｉ

間
視
す
る
意
見
が
聞
か
れ
る
の
で
、
新
た
な

気
持
ち
で
新
役
員
を
選
出
し
、
残
任
期
ま
で

勤
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
講
師
の
要
請
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

総
会
後
、
講
演
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

会
員
・
家
族
全
休
を
対
象
に
し
た
支
部
総

会
は
始
め
て
で
あ
り
、
段
取
り
が
大
変
で
す

が
、
総
会
成
功
に
向
け
、
各
部
会
々
員
多
数

出
席
さ
れ
る
よ
う
取
り
ま
と
め
お
願
い
し
ま

す
。◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

支
部
事
務
所
決
定

　

現
在
、
支
部
長
宅
を
支
部
事
務
局
と
し
て

い
る
が
、
昨
年
来
か
ら
市
役
所
に
、
市
内
の

固
定
し
た
役
所
関
係
の
施
設
に
、
事
務
所
の

使
用
を
要
望
し
て
い
た
が
。
過
日
、
利
用
の

認
可
が
さ
れ
。
支
部
事
務
所
と
し
て
活
用
で

き
る
事
に
な
っ
た
。

　

支
部
事
務
所
と
し
て
決
定
し
た
場
所
は
、

釧
路
市
川
北
町
の
身
障
セ
ン
タ
ー
・
一
階
で

す
。

　

市
役
所
の
身
障
セ
ン
タ
ー
本
来
の
業
務
と
、

今
回
利
用
を
開
始
す
る
四
団
体
が
、
面
積
七

十
七
㎡
の
一
室
に
同
居
す
る
も
の
で
す
。

　

用
意
す
る
備
品
は
、
当
面
、
専
用
の
机
・

キ
ャ
ビ
ネ
で
す
。
電
話
・
コ
ピ
ー
の
移
転
は

不
可
能
で
す
。

　

電
話
は
、
四
団
体
共
用
の
も
の
が
、
既
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ピ
ー
は
、

身
障
セ
ン
タ
ー
の
大
型
コ
ピ
ー
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
り
、
コ
ピ
ー
使
用
料
は
、
各
団
体

の
カ
ウ
ン
タ
ー
枚
数
に
よ
り
整
理
さ
れ
ま
す
。

　

事
務
所
の
職
員
配
置
体
制
は
、
支
部
の
内

部
事
情
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
面
は
、

一
日
数
時
間
ず
つ
で
も
、
患
者
・
役
員
で
動

員
体
制
を
と
り
た
い
。

　

し
か
し
将
来
、
資
金
的
な
見
通
し
が
出
来

れ
ば
、
常
駐
体
制
で
運
用
す
る
こ
と
と
し
た

い
。

　

今
後
、
各
種
会
議
・
活
動
の
拠
点
は
、
こ

の
支
部
事
務
所
を
拠
点
に
行
動
を
起
こ
し
、

積
極
的
利
用
に
努
め
た
い
。

　

会
員
・
家
族
が
、
こ
の
事
務
所
に
足
を
向

け
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
、
今
後
の
支
部

活
動
の
励
み
と
な
り
、
支
部
事
務
所
設
置
の

有
効
性
が
実
証
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
運
用
方
法
な
ど
検
討
し
ま
す
が
、

役
員
・
会
員
各
位
の
ア
イ
デ
ア
を
ど
し
ど
し

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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「
各
部
会
案
内
」

ｙ

釧
路
ひ
ま
わ
り
会
◆
◆
◆
◆

　

研
修
会
の
案
内

　

遅
ま
き
な
が
ら
、
釧
路
に
も
日
中
は
春
ら

し
い
暖
か
さ
が
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
が
、
皆

様
に
は
如
何
お
過
ご
し
で
す
か
。
何
時
も
は

　

「
ひ
ま
わ
り
会
」
活
動
に
格
別
の
ご
配
慮
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
行
事
予
定
と
し
て
の
「
身
障
者
に

間
す
る
説
明
会
」
で
お
話
し
下
さ
る
講
師
派

遣
に
つ
い
て
、
市
福
祉
課
に
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
ご
理
解
さ
れ
、
左
記
要
領
で
実
施
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
及
び
家
族
の

方
々
大
勢
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
勉
強
し

て
今
後
の
生
活
に
役
立
て
て
く
だ
さ
れ
た
ら

幸
い
と
存
じ
ま
す
。

日

　

時

　

平
成
二
年
四
月
十
二
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
三
時
？
午
後
五
時
ま
で

場

　

所
福
祉
会
館
（
幸
町
九
の
こ

　
　

し

　
　

二
階
・
二
〇
四
号
室

題

　

名

　

身
体
障
害
者
と
福
祉
に
つ
い
て

受
講
の
対
象
者

　
　
　
　

釧
根
ひ
ま
わ
り
会
々
員
及
び
家
族

オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
・

　
　

代
表

　

諸
橋

釧
路
国
明

肝
炎
友
の
会
◆
◆
◆
争
◆
◆
◆

　

「
北
海
道
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
友
の
会
」
は
、

昭
和
五
十
年
十
月
・
約
二
十
名
の
患
者
で
、

札
幌
に
て
結
成
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
地
で
支

部
が
結
成
さ
れ
た
。

　

現
在
は
六
支
部
（
道
南
・
札
幌
・
旭
川
・

帯
広
・
釧
路
・
中
空
知
）
を
持
つ
粗
織
と
な

り
、
会
員
数
一
九
四
〇
名
位
（
三
月
三
十
日

現
在
）
で
す
。

　

「
釧
路
地
方
支
部
」
は
昭
和
五
十
九
年
一

月
、
十
九
人
の
患
者
で
支
部
が
結
成
さ
れ
、

今
年
で
早
こ
八
年
に
な
り
、
会
員
は
二
二
〇

名
（
三
月
現
在
）
で
す
。

　

釧
路
・
根
室
地
方
で
始
め
た
「
肝
ガ
ン
集

団
検
診
（
団
長
・
札
幌
医
大
・
福
田
教
授
）
」

は
、
昨
年
ま
で
一
七
〇
〇
名
位
受
診
さ
れ
、

肝
ガ
ン
の
早
期
発
見
『
早
期
治
療
に
重
要
な

役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

’

　

今
年
も
九
月
、
釧
路
・
別
海
で
検
診
を
実

ヤ施
す
る
予
定
で
す
．

　

道
肝
炎
友
の
会
は
今
．
「
肝
炎
の
予
防
と

治
療
対
策
を
講
じ
、
医
療
費
公
費
負
担
を
求

め
る
国
会
請
願
署
名
」
を
各
支
部
で
行
っ
て

い
ま
す
．

　

全
国
で
十
万
人
、
道
内
は
二
万
人
を
目
標

に
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
．

　

日
本
に
お
け
る
肝
炎
患
者
は
ウ
イ
ル
ス
で
、

そ
の
数
は
二
〇
〇
万
と
も
三
〇
〇
万
と
も
い

わ
れ
、
保
有
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
を
含
め
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｄ
■

　
　
　

Ｉ

　

甲

八
〇
〇
万
人
と
も
い
ｔ
れ
て
い
ま
す
．

　

肝
炎
の
患
者
は
四
十
？
六
十
政
代
の
男
性

に
多
発
し
、
年
間
十
五
万
人
以
上
が
感
染
し
、

慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
ガ
ン
と
急
増
し
て

い
ま
す
．

　

患
者
は
、
幼
児
期
に
予
防
接
種
を
受
け
た

時
、
注
射
器
・
針
を
変
え
ず
、
連
続
し
て
強

制
的
に
実
施
し
た
た
め
、
少
量
の
血
液
が
付

着
し
た
針
や
注
射
液
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
が

混
入
し
て
感
染
し
、
広
が
っ
た
の
は
確
か
で

す
．

　

ま
た
、
元
年
六
月
に
原
告
一
五
人
が
「
Ｂ

型
肝
炎
感
染
は
国
の
責
任
」
に
あ
る
と
、
国

に
賠
債
請
求
（
肝
炎
訴
訟
）
を
札
幌
地
裁
に

起
こ
し
、
現
在
審
理
中
で
あ
り
ま
す
．

　

結
核
に
次
ぐ
国
民
病
と
も
指
摘
さ
れ
、
そ

の
対
策
は
不
十
分
で
、
悲
劇
も
聞
か
れ
、
患

者
・
家
族
が
手
を
つ
な
ぎ
、
そ
の
強
力
な
対

②



策
を
行
政
に
求
め
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

各
団
体
が
、
更
に
固
い
団
結
に
よ
り
。
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

北
海
道
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
友
の
会

　
　
　
　

釧
路
地
方
支
部

　
　
　
　

支
部
長
小

　

栗
恒
穂

膠
原
病
友
の
会
◆
◆
◆
◆

　

平
成
元
年
度
活
動
予
定

五
月
六
月
九
月

道
支
部
集
会
へ
の
参
加

釧
路
地
区
懇
親
会

釧
路
地
区
医
療
相
談
会
及
び
懇
親

　

十

一一一
一
月月

総忘会

年
会
（
釧
路
地
区
）

会
（
釧
路
地
区
）

そ
の
他
、
（
財
）
難
病
連
釧
路
支

部
へ
の
行
事
参
加
。

全
国
膠
原
病
友
の
会

　

釧
路
地
区
連
絡
会

　
　
　
　

渡
部
小
夜
子

釧
路
地
方
腎
友
会

総
会
と
年
間
行
事
計
画

◆
◆
◆
◆

　

今
年
度
の
釧
路
地
方
腎
友
会
の
総
会
は
、

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

総
会
日

場

　

所

時
間
１
　

内

　

容

　

一
九
九
〇
年
五
月
二
〇
日
（
日
）

釧
路
市
川
北
町

身
障
セ
ン
タ
ー

午
前
一
〇
時
よ
り

　

釧
腎
会
総
会

午
後
一
時
三
〇
分

　

支
部
総
会

一
九
八
九
年
度
活
動
報
告

一
九
八
九
年
度
決
算
報
告

一
九
八
九
年
度
会
計
監
査
報
告

一
九
九
〇
年
度
活
動
方
針

　
　
　
　

一
九
九
〇
年
度
予
算

ま
た
、
今
年
度
の
行
事
計
画
は

ほ
か

三
月
一
七
日

　

道
腎
協
運
営
委
員
会

四
月

　

五
日

　

釧
腎
会
三
役
会

四
月

　

七
日
ヽ
／
・

　
　
　

八
日

　

道
腎
協
幹
事
会

四
月
一
四
日
？

　
　

一
五
日

　

釧
腎
会
役
員
会

Ｉ，づ

　

四
月
一
七
日

　

事
務
所
匪
き

　

五
月
二
〇
日

　

釧
腎
会
・
総
会

　

五
月
二
六
日
？

　
　
　

二
七
日

　

道
腎
協
・
総
会

　

七
月
一
五
日

　

日
帰
り
レ
タ

ー
○
月
一
三
日
ヽ
１

　
　
　

一
四
日

　

釧
腎
会
一
泊
旅
行

難病連運営協力会とは

●毎年102.000円のこ寄付のお願いをいたします

●活動資金として次のように使います

●難病集団無料検珍相談会●医療講演会●機関紙『なんれん』の発行

●陳情･請願･ＰＲ活動●疾賃別悪者会･旭塚支部の活動●事務郷の麗営その他

,／

獣北海道難病連

〒064札幌市中央区南4条西10丁目北海道難病センター

r(Ql 1)51£-3233FAXCQll)51E-4aO7
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難病連の年間行事予定

本部資科による

３月

　

８日

　

支部役員会・福祉会館

３月２４日

　

理事会・（第五十回）

３月３１日～

４月

　

１日

　

本部経理指導

４月１７日

　

身障センター事務所開き

４月２１日～

　　

２２日

　

道難病連総会・難病センター

５月１３日

　

北見支部結成大会

５月２０日

　

釧路支部総会一身障センター

５月２５日

　

難病連第三次北欧視察出発

６月１０日

　

ＪＰＣ総会

６月１６日～

　　

１７日

　

ボランティア合同研修会

１

１

１

６月２３日～大阪難病連来道

　　　　　　

道東視察予定

６月２３日

　

理事会（第石こ回）

７月

　

７日

　

札幌地区合同レク

７月２１日

　

理事会（第五三回）

７月２８日～

　　

２９日

　

全道集会（第一七回）札幌

Ｏ月

　

６日

　

理事会（第五四回）

Ｏ月

　

７日

　

ＪＰＣ全国二斉街頭署名

１月１０日～

　　

１１日

　

難病連役員研修会

１１月２３日～

　　　

２５日

　

ＪＰＣ全国交流会

１２月

　

２日

　

理事会

１２月

　

９日

　

札幌クリスマスパーテー

④

　

北
海
道
難
病
連
本
部
の
総
会
が
、
来
る
四

月
二
十
一
二
干
二
日
に
、
札
幌
の
難
病
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
。
財
団
法
人
と
し
て
の
理
事
会
・

評
議
員
会
、
ま
た
、
全
道
支
部
協
議
会
と
い

う
複
雑
な
討
論
・
決
議
が
行
わ
れ
、
支
部
の

各
役
員
、
ま
た
部
会
選
出
に
よ
る
役
員
が
出

席
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

釧
路
支
部
内
の
会
員
の
中
で
こ
の
総
会
に

出
席
希
望
の
会
員
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

旅
費
等
の
調
整
も
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
目
に
支
部
長
（
上
田
）
ま
で
連
絡
下
さ

い
。

釧
路
支
部
内
の
本
部
役
員
は
、

支
部

　

理

　

事

　

上
田

　
　

弘

　
　
　
　
　
　
　
　

（
腎
臓
病
部
会
）

支
部

　

評
議
員

　

石
井

　
　

彰

　
　
　
　
　
　
　
　

（
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
部
会
）

部
会

　

評
議
員

　

上
堀

　
　

稔

　
　
　
　
　
　
　
　

（
肝
炎
部
会
）

難
病
連
本
部
の
総
会

総
会
日
程

四
月
二
十
一
日

四
月
二
十
二
日

●･
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北
見
支
部
の
結
成
大
会

　
　
　
　
　
　
　

釧
路
か
ら
激
励
に

　

今
ま
で
準
備
会
と
し
て
活
動
し
て
き
た
北

　
　

駐
車
場

見
支
部
は
、
今
年
度
よ
り
支
部
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
結
成
大
会
が
五
月
十
三
日
、
左
記
の

と
お
り
実
施
さ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
近

隣
支
部
と
し
て
激
励
に
参
加
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
会
の
仲
間
が
、
新
し
い

支
部
活
動
に
向
け
て
取
り
組
も
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
釧
路
支
部
内
の
会
員
各
位
も
是
熹

北
見
に
出
向
き
、
地
元
の
患
者
さ
ん
方
と
交

流
を
は
か
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
希
望
者
は
。
車
の
手
配
の
関
係
も
あ

り
、
四
月
中
に
支
部
内
の
各
部
会
役
員
、
ま

た
は
支
部
長
（
上
田
）
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

日

　

時

　

一
九
九
〇
年
五
月
十
三
日

　
　
　
　

十
三
時
よ
り
（
受
付
十
二
時
よ
り
）

場

　

所

　

北
見
市
総
合
福
祉
体
育
館

　
　
　
　

北
見
市
寿
町
三
丁
目
四
１
一

　
　
　
　
　

（
電
話
・
六
一

　

・
八
一
八
こ

福
祉
会
館

!
≪
か
寿
郵
便
局
前
の

金
山
歯
科
駐
車
場
を
御
利
用
下
さ

い
。

間
合
先

　

加
藤
（
電
話
・
二
三
一
六
三
二
こ

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

福
祉
会
館
の

　
　
　

減
免
使
用

　

平
成
２
年
度
、
厚
生
年
金
釧
路
市
福
祉
会

館
の
使
用
料
免
除
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
．

　

こ
れ
は
、
難
病
連
釧
路
支
部
が
左
記
部
会

を
一
括
し
て
、
免
除
申
請
し
て
い
た
も
の
で

す
．

　

実
際
の
使
用
申
請
は
．
左
記
部
会
代
表
者

名
で
申
請
で
き
ま
す
．
左
記
以
外
の
団
体
が

使
用
す
る
場
合
は
、
当
面
難
病
連
釧
路
支
部

長
名
で
申
諭
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　

来
年
度
か
ら
一
括
申
請
し
た
い
部
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
支
部
長
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

　

な
お
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
次
の
注
意
事

項
を
厳
守
の
上
。
利
用
し
て
下
さ
い
。

○
許
可
団
体
及
び
代
表
者
名

・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
友
の
会
釧
路
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
栗

　

恒
穂

・
釧
路
地
方
腎
友
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田

　
　

弘

・
小
鳩
会
釧
路
地
方
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
名
部
章
子

・
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
釧
路
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
橋

　

国
明

・
膠
原
病
友
の
会
釧
路
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
小
夜
子

　

・
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
釧
路
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井

　

春
恵

○
使
用
期
間

　

平
成
二
年
四
月
一
日
？

　
　
　
　
　
　

平
成
三
年
三
月
三
一
日
ま
で

○
注
意
事
項

　

一
、
来
館
し
、
部
屋
を
使
用
す
る
場
合
は
必

　

ず
二
階
事
務
所
に
寄
り
、
看
板
・
カ
ギ
を

　

職
員
の
許
可
を
受
け
て
か
ら
使
用
す
る
こ

　

と
．

二
、
部
屋
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
火
気
等
に

　

注
意
し
、
使
用
後
は
責
任
を
持
つ
『
灰

ダ
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-

　

皿
・
茶
道
具
等
を
整
理
整
頓
を
し
た
上
。

　

照
明
・
暖
房
器
（
冬
期
間
）
を
消
し
、
施

　

錠
後
看
板
・
カ
ギ
を
事
務
所
に
返
納
し
、

　

退
館
す
る
こ
と
。

三
、
部
屋
の
使
用
申
込
み
を
す
る
場
合
は
、

　

必
ず
代
表
者
の
印
鑑
を
持
参
の
上
。
使
用

　

申
込
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

四
、
部
屋
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
各
自
セ

〆

　

り
ト
す
る
こ
と
。

五
、
各
団
体
の
代
表
者
、
規
約
ま
た
は
会
の

　

変
更
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

　

書
面
を
も
っ
て
提
出
す
る
こ
と
。

　

以
上
の
注
意
事
項
は
、
必
ず
使
用
す
る
会

員
の
皆
さ
ん
に
、
周
知
徹
底
を
計
っ
て
下
さ

い
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

難
病
連
本
部
の
経
理
指
導

　

従
来
．
支
部
研
修
会
の
際
に
実
施
さ
れ
て

い
た
、
難
病
連
本
部
に
よ
る
経
理
指
導
は
、

平
成
元
年
度
は
、
本
部
役
員
の
業
務
多
忙
・

統
一
的
指
導
の
徹
底
を
図
る
な
ど
で
、
本
年

度
は
道
内
の
全
支
部
が
、
札
幌
の
難
病
セ
ン

タ
ー
で
指
導
を
受
け
た
．

　

二
日
間
行
わ
れ
た
経
理
指
導
に
は
、
釧
路

支
部
か
ら
上
堀
・
上
田
の
二
名
が
立
会
い
、

三
月
三
十
一
日
に
個
別
指
導
、
四
月
一
日
に

全
休
講
評
を
受
け
た
．

　

釧
路
支
部
の
個
別
指
導
の
な
か
で
、

’
科
目
の
考
え
方
に
曖
昧
さ
が
あ
り
、
科
目

　

の
調
整
を
は
か
る
部
分
が
あ
っ
た
。

・
維
持
運
営
費
（
特
に
通
信
費
）
は
、
出
来

　

得
る
限
り
、
各
事
業
に
振
り
分
け
る
と
よ

　

い
。

・
支
部
独
自
の
旅
費
支
給
規
定
を
作
成
す
る

　

方
法
も
あ
る
。

・
残
金
・
〇
円
の
拓
銀
の
通
帳
は
、
ま
だ
解

　

約
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
使
用
し
な
い
の

ザ

　

で
あ
れ
ば
解
約
す
る
こ
と
．

　

（
利
息
が
つ
い
て
い
る
は
ず
）

一
年
度
末
の
繰
越
金
は
、
概
ね
総
経
費
の
Ｉ

　

割
程
度
ま
で
と
す
る
こ
と
．

・
次
年
度
で
必
要
と
す
る
経
費
、
特
定
の
事

　

業
に
使
用
し
た
い
経
費
は
、
積
立
金
と
し

　

て
経
理
を
明
確
に
す
る
こ
と
．

・
積
立
金
も
年
度
末
に
決
算
す
る
こ
と
．

　

概
ね
以
上
の
よ
う
な
個
別
指
導
を
受
け
た
．

　

ま
た
、
全
支
部
の
講
評
の
な
か
で
は
、

’
飲
食
費
の
支
出
は
疑
問
が
あ
る
．
原
則
的

　

に
個
人
負
担
と
す
る
こ
と
．

・
収
支
計
算
書
・
出
納
帳
簿
は
、
面
倒
で
も

　

必
ず
記
帳
す
る
こ
と
．

・
領
収
書
の
整
理
を
工
夫
し
て
は
ど
う
か
．

　

（
白
老
方
式
：
領
収
書
を
、
一
枚
単
位

　
　

で
台
紙
に
貼
、
内
容
を
整
理
し
て
い
る
）

・
積
立
金
は
内
容
を
必
ず
明
確
に
し
て
お
く
．

・
繰
越
残
高
が
多
い
の
は
．
補
助
金
の
性
格

　

か
ら
い
っ
て
不
適
当
で
あ
る
．

・
機
関
誌
こ
Ｉ
ユ
ー
ス
の
発
行
は
、
支
部
内

　

会
員
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
う
え
で
、
非

　

常
に
重
要
な
活
動
で
あ
る
．
各
支
部
、
積

　

極
的
に
発
行
に
努
力
す
る
こ
と
．

・
電
話
料
金
（
通
信
費
）
の
整
理
の
仕
方
と

⑥



し
て
、

　

一
定
額
を
支
出
す
る
方
法

　

活
動
日
誌
に
よ
り
支
出
す
る
方
法

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
よ
り
情
報
を
聞
き
取
る
方
法

　

な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
適
宜

　

な
実
施
可
能
な
方
法
で
、
適
正
に
処
理
す

　

る
こ
と
。

・
金
銭
の
出
納
者
は
支
部
の
代
表
者
に
し
な

　

い
こ
と
。
事
務
局
長
が
出
納
者
と
な
る
の

　

は
当
然
で
あ
る
。
代
表
者
は
出
納
の
テ
エ

　

ッ
ク
を
す
る
こ
と
。

・
領
収
書
に
相
手
先
氏
名
・
印
鑑
が
な
い
も

　

の
が
あ
る
。
領
収
書
の
形
式
を
と
と
の
え

　

た
も
の
に
す
る
こ
と
。

・
領
収
書
の
発
行
不
可
能
な
も
の
は
、
支
払

　

い
証
明
書
を
活
用
す
る
こ
と
。

　

等
々
、
全
体
的
な
指
導
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
全
部
会
・
支
部
が
処
理
方
法
の
不

統
一
が
あ
り
、
平
成
二
年
度
も
経
理
指
導
を
、

部
会
・
支
部
合
同
で
実
施
す
る
方
向
で
検
討

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

石
厄
皐
く
難
繋
誕
辰
究
明
と

　
　
　

治
療
法
の
開
発
巻
。
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